
北アルプス地域振興局

（単位：円）

1
北アルプス地域「農あ
る暮らし」推進事業

ＪＡ大北農産物直売所を「農ある暮らしサポート直売所」
とし、農ある暮らしを求める移住（希望）者や地域住民に
対し、栽培技術等に関する相談やアドバイスを行う。
また、北アルプス地域の移住・観光情報を提供するコー
ナーを設けて、地域の情報発信拠点としても活用する。

246,096 ４～３月
北アルプス連携自立
圏と連携した移住・
定住の推進

2
クレソン特産品化モデ
ル事業

１　モデルほ場団地の設置
　ア　ほ場の改修（小谷村北小谷李平地区、6ａ程度）
　　・用水路改修・畦畔補強の資材費及び重機燃料費等
の経費。
２　販路開拓
　ア　販売先（(株)久世）等との商談
　　・サンプル出荷（８月、10月）
　　・情報交換（上記出荷時前後）

298,890 ４～３月
園芸作物の戦略的
導入、地消地産の推
進

3
信州花フェスタ2019
北アルプス地域の魅
力情報発信事業

「信州花フェスタ2019　まるごと信州　わくわくデー」に出
展し、北アルプス地域の魅力的なグルメ、特産品、観光
スポットの紹介を行う。

105,423 ４月

ユニバーサルツーリ
ズム、ヘルスツーリ
ズム、体験型観光の
推進

4
北アルプス北部山域
イメージアップ事業

北アルプス北部山域のイメージアップを図るため、登山
者用のマナーカードを作成・配布し、登山者のマナー向
上に取り組む。
外国人にも啓発できるよう日本語と英語の標記及びピク
トグラム表示とする。

212,228 ５～12月
登山道や街並み整
備、山岳環境の整備

5
北アルプス地域ヘル
スツーリズム関連製
品開発等推進事業

北アルプス地域で取り組まれているヘルスツーリズムの
普及促進につながる健康関連製品の開発・改良プロジェ
クトを当地域一体で推進し、地域資源を活用した農商工
連携型産業の集積形成を図る。
①北アルプス地域ヘルスツーリズム関連製品開発等推
進協議会の継続運営
②製品開発等推進プロジェクトチームの継続運営、新規
設置に向けた企画

0 中止（※）
経営基盤強化による
製造業の稼ぐ力の強
化

6
サイクルツーリズム推
進に係る情報発信事
業（展示会出展）

幕張メッセで開催されるサイクルモードインターナショナ
ル（以下、「インター」。継）と大阪万博記念公園で開催さ
れるサイクルモードライド大阪（以下、「ライド」。新）に北
アルプス地域振興局として出展・ＰＲを行う。

1,095,847 11～３月
サイクルツーリズム
の推進

7

北アルプス地域サイク
リングモデルコース
マップのPR多言語化
に係る事業

北アルプス地域サイクリングモデルコースマップを広く配
布してPRを進め、サイクルスポーツの愛好者を地域に呼
び込む。また、マップの多言語化等により、インバウンド
の増加を図る。

583,110 ８～３月
サイクルツーリズム
の推進

8
農業資産等の観光活
用支援事業

農業資産（上原温水路：わっぱらんど）を観光資源として
活用しながら、地域の活性化、健康増進を図るため、案
内看板を整備する。

264,000 １～３月

ユニバーサルツーリ
ズム、ヘルスツーリ
ズム、体験型観光の
推進

9
北アルプス高標高地
における野生鳥獣対
策

高山植物への食害、登山客への人身被害が懸念される
野生鳥獣（ニホンジカ、イノシシ、ツキノワグマ、ニホンザ
ルなど）の目撃情報の収集を行い、被害発生に備え対策
を検討する。

0 中止（※）
登山道や街並み整
備、山岳環境の整備

備考（地域計画）

令和元年度　地域振興推進費事業

整理
番号

事業名 事業概要 事業期間事業費



備考（地域計画）
整理
番号

事業名 事業概要 事業期間事業費

10
防災シンポジウム開
催事業

北アルプス地域は、糸魚川・静岡構造線上に位置し、大
きな地震が発生する可能性があり、急峻な地形、脆弱な
地質から土砂災害も発生しやすく、過去に多くの災害が
発生している。
過去の災害の記憶を風化させず、「自助」、「共助」による
地域防災力の向上を図ることを目的に防災シンポジウム
を開催する。

0 中止（※）

住民の力を活かした
地域防災力の向上、
観光地の防災対策
の強化

11
危機管理セミナー開
催事業

糸魚川―静岡構造線上に位置し、急峻な地形、脆弱な
地質から災害が発生しやすい当地域において、災害時
には行政職員のマンパワーが大きな力となるため、減災
に役立つ知識を習得するセミナーを開催し、行政幹部職
員の資質の向上と地域防災力の強化を図る。

27,720 ２月

住民の力を活かした
地域防災力の向上、
観光地の防災対策
の強化

12
外国人のための防災
対策事業

北アルプス管内は、外国籍県民や外国人観光客が多い
地域であることから、外国人が住みやすい訪れやすい安
全・安心な地域にするため、災害多言語支援センター設
置・運営研修会により市町村の防災体制整備を支援す
るほか、外国人のための防災訓練を実施する。

210,000 ７～11月

住民の力を活かした
地域防災力の向上、
観光地の防災対策
の強化

13
雇用のマッチング推進
事業

季節間の業務量変動が大きいことから通年雇用が困難
な「農業」と「冬季観光業」において、安定的に雇用を確
保するための施策を検討するため、北アルプス地域の事
業者及び就業者へアンケート調査を実施・分析すること
で、複数の雇用を組み合わせたモデルパターンの整理・
提案を目指す。

500,000 11～3月
若者の定住・定着支
援、地域を支える人
材の確保

14
ウィキペディアタウン
開催事業

若者が地域を学び地域への愛着を深める機会を提供す
るため、池田町でウィキペディアタウンを開催する。
もらうとともに、メディアリテラシーを学ぶ場として開催す
る。
 
【池田町】平成31年度に開設予定の町交流センター内の
図書館を活用し、町で活動する若者団体や学生等の参
加を図り、これまで以上に若者を対象とした事業として構
築、実施する。

0 中止（※）
若者の定住・定着支
援、地域を支える人
材の確保

15
地域おこし協力隊北
アルプス地域交流・個
別相談会

管内の地域おこし協力隊員の任期中の円滑な活動及び
任期終了後の地域への定着を図るため、隊員OB・OG等
との交流会を設けるとともに、起業や就農等に関する個
別相談を開催する。

0
他事業予
算で実施

地域おこし協力隊員
の定着支援

16
北アルプス地域「つな
がり人口創出」事業

北アルプス地域の自然環境や暮らしなどに関心のある
者と、地域や地域の人々を繋ぐことにより、地域に関わる
人々（つながり人口）を創出し、新たな地域の担い手や将
来的な移住者の増加に資するため、都市部での人口創
出イベント（一次会）と北アルプス地域でのイベント（二次
会）を開催する。

674,010 11～３月
北アルプス連携自立
圏と連携した移住・
定住の推進

17

北アルプス連携自立
圏と連携した「北アル
プス地域で暮らし・働
く」魅力発信事業

H30年度に作成した県外在住の移住希望者をターゲット
に北アルプス山麓地域での暮らし、働くことの魅力をア
ピールするパンフレットを増刷し、移住セミナー等で活用
することにより本地域への移住を推進する。
また、県名古屋観光情報センター移住推進員の管内５市
町村での視察を行い、中京圏への移住施策の推進を図
る。

119,890 ９～３月
北アルプス連携自立
圏と連携した移住・
定住の推進

18
シニアの居場所づくり
支援事業

身近な地域において、高齢者をはじめとした多世代の
人々が「人とのつながり」を実感できる居場所づくりを促
進する。
特に、居場所の担い手として、シニアの社会参加を促
す。
1　まちの縁側講座（２か所）
　身近な地域のまち歩き＆ワークショップ
2　居場所づくり情報発信
　居場所運営団体、社協等関係機関等による情報共有

92,920 ７～３月
高齢者の社会参加
の推進
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19
北アルプス地域
ACEﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進事
業

食育、運動習慣の定着、がん検診受診率向上のため、
健康づくりに関わる講座を開催し、北アルプス地域にお
ける「信州ＡＣＥプロジェクト」の推進、及び健康づくりの
気運の高揚を図る。

145,898 ８～11月
生活習慣病予防対
策の推進

20
生活習慣病予防対策
推進事業

信州（ＡＣＥ）プロジェクトを推進し、日常生活での身体活
動の増加と食生活の改善を図ることにより生活習慣病を
予防し、健康的で活力ある地域づくりを行う。

220,142 ８～２月
生活習慣病予防対
策の推進

21 地消地産推進事業

観光宿泊施設で地域食材の利用を進めるために、ＪＡ直
売所等を活用して流通の仕組みづくりを構築する。
○取組事例調査の実施
○既に地元産農産物を受け入れている宿泊施設の取組
事例を紹介する研修会の開催

0 中止（※）
園芸作物の戦略的
導入、地消地産の推
進

22
北アルプスの酒ＰＲ事
業（日本酒まるわかり
ツアー）

「酒蔵ニーズに応える大北産高品質酒米プロジェクト」の
取組や同プロジェクトにより完成した日本酒、北アルプス
産の日本酒等を首都圏の酒販店、業界紙（誌）等関係者
向けにＰＲすることにより、販路拡大、消費拡大を図る。
○酒米生産ほ場、アルプス搗精工場、酒蔵を巡るバスツ
アーの実施

251,960 ８月
特色ある米づくりの
推進

23
北アルプス広葉樹製
品化モデル事業

北アルプス管内で進める「広葉樹林業のビジネス化」の
具現化に向け、地域で生産される多種の広葉樹を「製材
加工」し、製材品としての販売可能性を実証する。

402,159 11～３月
広葉樹林業のビジネ
ス化

24
広葉樹素材生産モデ
ル検証事業

広葉樹伐採現場における素材生産のコスト、樹種や径
級ごとの売上実績を把握するため「広葉樹素材生産モデ
ル検証事業」を継続

98,945 3月
広葉樹林業のビジネ
ス化

25
アカマツ材の利用促
進とあわせた健全な
森林の育成

北アルプス管内における松くい虫被害は、池田町、松川
村から大町市社・常盤地区や大町市・松川村の標高の
高い地域へ拡大傾向にあり、地域の被害状況に応じた
適切な防除対策を推進するとともに、被害材の利用促進
に取り組む。

95,315 12～３月
アカマツ材の利用促
進と併せた健全な森
林の育成

26
北アルプス山麓観光
大学開催事業

全国の観光地が、国内だけでなくインバウンドを含めた
観光誘客にしのぎを削る中、世界に通用する魅力ある観
光地域づくりを進めることを目的に、北アルプス山麓観
光大学を開催。
最新の観光事情に精通した方々を講師として招き、講演
会やパネルディスカッションを行うことにより、地域の観
光を担う関係者のスキルアップの機会とする。

107,070 10月

ユニバーサルツーリ
ズム、ヘルスツーリ
ズム、体験型観光の
推進

27
スノーリゾート誘客促
進地域連携事業

北陸新幹線の敦賀延伸（将来的には大阪延伸）を見据
え、主に関西方面からの冬季観光客の集客を目的とす
る新たな旅行商品の造成を促進するため、JR西日本の
商品企画担当者を対象に、当地域の魅力を理解してもら
うための現地視察研修会の開催、商品企画検討、受入
地の情報提供等を実施する。

126,500 １月 インバウンドの促進

28
北アルプス地域サイク
ルツーリズム環境整
備事業

北アルプス地域におけるサイクリストを受け入れる体制
（サイクル環境）を整備することにより、北アルプス地域
へのサイクリストの来訪増加を図る。

305,696 ２～３月
サイクルツーリズム
の推進

6,183,819

※　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う事業の中止

28 事業


